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道 立 市町村立 私 立 合 計
対象 回収 率 対象 回収 率 対象 回収 率 対象 回収 率
道 南 ５０ ３１ ６２．０ １０ ９ ９０．０ １３ ４ ３０．０ ７３ ４３ ６０．３０
道 央 ８４ ７６ ９０．５ １４ １２ ８５．７ ２９ １６ ５５．２ １２７ １０４ ８１．９０
道 北 ４２ ２７ ６４．３ ６ ６ １００．０ ６ ４ ６６．７ ５４ ３７ ６８．５０
道 東 ６５ ５６ ８６．２ ９ ５ ５５．６ ７ ７ １００．０ ８１ ６９ ８４．００




















道 立 市町村立 私 立 合 計
設置 未設置 設置 未設置 設置 未設置 設置 未設置
道 南
校数 １０ ２１ １ ７ ０ ４ １１ ３２
率 ３２．３ ６７．７ １２．５ ８７．５ ０．０ １００．０ ２６．６ ７４．４
道 央
校数 ２５ ５１ １ １１ ０ １６ ２６ ７８
率 ３２．９ ６７．１ ８．３ ９１．７ ０．０ １００．０ ２５．０ ７５．０
道 北
校数 ７ ２０ ０ ６ ０ ４ ７ ３０
率 ２５．９ ７４．１ ０．０ １００．０ ０．０ １００．０ １８．９ ８１．１
道 東
校数 １６ ４０ ０ ６ ０ ７ １６ ５３
率 ２８．６ ７１．４ ０．０ １００．０ ０．０ １００．０ ２３．２ ７６．８
合 計
校数 ５８ １３２ ２ ３０ ０ ３１ ６０ １９３
率 ３０．５ ６９．５ ６．３ ９３．７ ０．０ １００．０ ２３．７ ７６．３
項目
地域
１４日以内 １５～２９日以内 ３０～４４日以内 ４５～５９日以内 ６０日以上 未答 合計
校数 率 校数 率 校数 率 校数 率 校数 率 校数 校数
道 南 １ ９．１ ３ ２７．３ ３ ２７．３ ０ ０．０ ２ １８．２ ２ １１
道 央 ０ ０ ９ ３６．０ ６ ２４．０ ３ １２．０ ２ ８．０ ５ ２５
道 北 ０ ０ ３ ４２．９ ２ ２８．６ １ １４．３ ０ ０．０ １ ７
道 東 ０ ０ ３ １７．６ ４ ２３．５ ２ １１．８ ２ １１．８ ６ １７















道南 道央 道北 道東 全道
室温
最高 ４１．０ ４５．０ ４８．０ ５０．０ ５０．０
最低 １７．０ １４．０ ２１．０ １８．０ １７．０
平均 ２９．７ ３１．６ ３１．６ ３０．５ ３１．０
水温
最高 ３３．０ ３４．０ ３３．０ ３５．０ ３５．０
最低 １９．０ １９．０ ２０．０ ２１．０ １９．０




最高 ７７．０ ７９．０ ７６．０ ８２．５ ８２．５
最低 ４１．０ ４０．０ ４５．０ ４２．０ ４０．０
平均 ５５．７ ５８．８ ５８．８ ５７．３ ５７．８
地 域 道南 道央 道北 道東 合計
プール設置校 １１ ２６ ７ １６ ６０
簡易温水設置校 ５ １０ ３ ６ ２４
設置率 ４５．５ ３８．５ ４２．９ ３７．５ ４０．０
道 立 市町村立 私 立 合 計
校数 率 校数 率 校数 率 校数 率
道 南 ９ ２９ ３ ３３．３ ０ ０ １２ ２７．９
道 央 ２５ ３２．９ ０ ０ １ ６．３ ２６ ２５
道 北 ６ ２２．２ ２ ３３．３ ０ ０ ８ ２１．６
道 東 １６ ２０ １ ２０ １ １４．３ １８ ２６．１




















大いに必要ある 必要ある どちらとも言えない あまり必要ない 全く必要ない
未回答
校数 率 校数 率 校数 率 校数 率 校数 率
道 南 ６ １４ １６ ３７．２ １４ ３２．６ ７ １６．３ ０ ０．０ ０
道 央 ５ ４．８ ３３ ３１．７ ３５ ３３．７ ２６ ２５．０ ２ １．９ ３
道 北 １ ２．７ １２ ３２．４ ９ ２４．３ １３ ３５．１ ２ ５．４ ０
道 東 ４ ５．８ ２１ ３０．４ １９ ２７．５ ２１ ３０．４ ３ ４．３ １
合 計 １６ １５．８ ８２ ３２．４ ７７ ３０．４ ６７ ２６．５ ７ ２．８ ４
道南 道央 道北 道東 合計
学校にプールなく
近隣にも水泳場なし
校数 ２０ ５７ １９ ３５ １３１
率 ６４．５ ７４ ６５．５ ６７．３ ６９．３
学校にプールあるが
気候的に使えない
校数 ０ ０ １ ３ ４
率 ０ ０ ３．４ ５．８ ２．１
学校にプールあるが
気候的に実施困難
校数 ２ ０ ２ １ ５
率 ６．５ ０ ６．９ １．９ ２．６
その他
校数 ４ ８ ４ ５ ２１
率 １２．９ １０．４ １３．８ ９．６ １１．１
未回答
校数 ５ １２ ３ ８ ２８
率 １６．１ １５．６ １０．３ １５．４ １４．８

















道南 道央 道北 道東 合計




５月３週 １ ５．９ １ １．６
５月６週 １ ４．２ １ １．６
６月１週 １ ８．３ １ １．６
６月２週 ３ １２．５ １ １２．５ ４ ６．６
６月３週 ３ ２５．０ ３ １２．５ ２ ２５ １ ５．９ ９ １４．８
６月４週 ３ １２．５ １ １２．５ １ ５．９ ５ ８．２
６月５週 ５ ２０．８ ２ ２５ ２ １１．８ ９ １４．８
７月２週 ３ ２５．０ ６ ２５．０ １ １２．５ ３ １７．６ １３ ２１．３
７月３週 ３ ２５．０ １ ４．２ １ １２．５ ４ ２３．５ ９ １４．８
８月３週 １ ８．３ ２ １１．８ ３ ４．９
８月４週 １ ８．３ １ ４．２ ３ １７．８ ５ ８．２
その他 １ ４．２ １ １．６




７月１週 １ ４．２ １ １．６
８月４週 １ ８．３ １ ４．２ １ １２．５ ２ １１．８ ５ ８．２
８月５週 １ ８．３ ２ ８．３ １ ５．９ ４ ６．６
９月１週 １ ８．３ ６ ２５．０ ４ ５０．０ ２ １１．８ １３ ２１．３
９月２週 ３ ２５．０ ７ ２９．２ １ １２．５ ３ １７．６ １４ ２３．０
９月３週 ３ ２５．０ ４ １６．７ １ １２．５ ５ ２９．４ １３ ２１．３
９月４週 ２ １６．７ １ ４．２ １ ５．９ ４ ６．６
９月５週 １ ４．２ ２ １１．８ ３ ４．９
１０月２週 １ ８．３ １ １．６
１０月５週 １ ５．９ １ １．６
その他 １ ４．２ １ １２．５ ２ ３．３






























１年生 ２年生 ３年生 全体
校数 最長 最短 平均 校数 最長 最短 平均 校数 最長 最短 平均 校数 平均
道 南 １２ １５ ６ ９．３ １２ ２０ ６ ９．３ １０ ２０ ６ ９．５ １２ ９．４
道 央 ２１ ５０ ２ １１．９ ２０ ５０ ５ １２．１ １１ ４５ ２ １４．７ ２１ １２．６
道 北 ８ １２ ４ ６．９ ８ ８ ４ ６．１ ７ １９ ５ ８．３ ８ ７．０
道 東 １７ ２０ ２ ８．５ １５ １６ ２ ７．７ １３ １６ ２ ８．０ １７ ８．１








































































































































































































関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解
導
入
１ ○オリエンテーション
・学習の進め方
・水泳の特性について
・注意事項の確認
○事前アンケート記入
・水泳授業が安全に進められ
るよう、約束事、心得等に
ついて丁寧に説明する。
・バディシステムについて理
解させ、実践できるように
する。
・見学者の役割を理解させる。
水泳の事故防
止の約束事や心
得を守り、練習
や競泳をする上
でのルールを守
るなど、お互い
の健康・安全に
留意しようとし
ている。
①水泳の事故
防止の約束事
や心得、練習
のルールにつ
いて、言った
り書き出した
りしている。
【関】観察
【知】観察
展
開
２
〜
７
ねらい１ 水に慣れ、泳法の基本的な技能を習得する
○各種の水中運動の実践
を通して水に慣れ、運
動の特性を理解する。
・水中での体つくり運動
・水中でのボールゲーム
・シンクロ発表
○泳法の基本技能の習得
・息継ぎ、キック、プル
・クロール、平泳ぎの技能
・水に対する苦手意識や恐怖
心を持たせないよう、楽し
みながら取り組ませる。
・ビート板を使った基本練習
を重点的に行う。（バタ足、
呼吸法など）
水中での運動
や水泳の学習に
主体的に取り組
もうとしてい
る。
①泳法の基本
的な技能を身
に付け、泳ぐ
ことができる。
水中運動や
水泳の特性、
技能の構造に
ついて言った
り、書き出し
たりしている。
【関】観察
【技】観察
【知】観察
８
〜
１１
ねらい２ 選択した泳法の技能を高める。
○グルーピング
○グループごとに課題解
決学習
○記録会
・選択した泳法で能力に
応じて２５～５０mを測定
・グループにより、それぞれ
の課題を明確し、助言し合
いながら課題解決に向けて
協力して練習させる。
・自己の能力を踏まえた目標
を設定させ、グループで協
力しながら測定させる。
・水中スタート
選択した泳法
で速く泳いだ
り、長く泳いだ
りする水泳の楽
しさや喜びを味
わおうとしてい
る。
練習や競泳の
場面で、仲間と
互いに協力し
合ったり、励ま
し合ったりしよ
うとしている。
自分の能力
に応じた目標
記録や課題を
定めている。
練習の進度
を考慮し、練
習内容を見直
したり、新し
い課題を選ん
だりしている。
自分の能力
に応じた泳法
で、速く泳い
だり、長く泳
いだりするこ
とができる。
選択した泳
法について特
徴的な動作を
身に付けて泳
ぐことができ
る。
学習の進め
方や各泳法の
動作、合理的
な練習の進め
方など、練習
計画の立て方
について具体
例を挙げてい
る。
【関】観察
【関】観察
ノート
【思】ノート
【思】観察
ノート
【技】観察
【技】観察
【知】ノート
ま
と
め
１２○着衣泳
○救助法
○事後アンケート記入
・体験を通して着衣泳の特性
を理解させる。
・身近な物が浮きの代わりに
なることを体験させる。
・溺者の救助の仕方について
理解させる。
着衣の状態
で浮くことが
できる。
身近な物を
利用して救助
することがで
きることを言
ったり、書き
出したりして
いる。
【技】観察
【知】観察
ノート
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（４）本時の指導計画（１２時間中３時間目）
＜本時のねらい＞
・ボールゲームを通じて運動量を確保するとともに水中での運動特性を
理解する。
・クロールの基本技能を習得する。
時間 学習活動・内容 教師の指導・支援及び評価
導入
（１０分）
○あいさつ、出欠・健康確認
○本時の説明
○準備運動
○バディ確認
◇コースロープの撤去やボール、ビー
ト板などの用具を事前に確認する。
◇バディシステムを確認するよう指導
する。
展開
（３０分） ねらい１：水に慣れるとともに、
泳法の基本的な技能を習得する。
○体ほぐし運動（５分）
・水中歩行、いるか跳び
○水中ポートボール（１０分）
・２チームに分かれポートボール
○基本技能の練習（クロール）（１５分）
キックと呼吸法を練習
・プールサイドに座ってバタ足
＊やや内股にして親指同士が触れるよ
うにバタ足
・ビート板を使ってバタ足の練習
＊股関節から脚がしなるように動かし、
足の甲で水をとらえる
・ビート板を使って呼吸の練習
＊右手を伸ばし右耳を腕に付ける
ストロークの説明と基本練習
・プールに立ち、片手ずつ練習
◇見学者はプールサイドから観察、助
言するよう指導する。
◇仲間と楽しみながら行うよう助言
◇水中での運動量を充分確保すること
に配慮する。
◆【関心】水中での運動を主体的に取
り組み、楽しもうとしている
◇バディで練習し、お互いの動作を確
認させ、助言し合うよう指導する。
◇動作が上手くできない生徒には、上
手な生徒の模範を見せたり、教師が
示範したりして動き方のアドバイス
をする。
◇バディが協力して行うように指導す
る。
◆【技能】泳法の特徴的な動きを身に
付けている
◇ストローク練習は次時に行うことを
説明
まとめ
（１０分）
○学習ノート記入
・本時の活動記録
・自己評価
○健康観察、あいさつ
◇技能習得の進度やノートへの記入
状況を確認し、次時につなげる。
◇健康観察を行い、安全に授業を行う
ことができたか確認する。
◆【知識】技能の構造について記述
〔 59〕 98比較文化論叢３１
４．おわりに
本稿では、「水泳学習に関する調査研究」をもとに北海道における水泳授業の
実態を把握し、寒冷地における水泳授業の工夫を試みた。それは、本学におけ
る「水泳」の受講生の泳力が低いことに端を発して、なぜここまで「泳げない」
学生がいるのか、その実態把握をする必要性を感じたからである。寒冷地であ
る北海道では、水泳の授業が十全に行われていないのではないかと推察できる。
そして、水泳の授業は、学習指導要領において地域や学校の実態を踏まえて選
択して履修できるように求められていることから、寒冷地である北海道の実情
をかんがみた水泳授業の方法をあらためて模索する必要性があると考えたから
である。
そこで、２章では、「水泳学習に関する調査研究」をもとに北海道における水
泳授業の実態をまとめた。（１）学校プールの設置については、道立、市町村立、
私立合わせて６０校、全体の２３．７％がプールを設置していた。設置されている学
校プールは全てビニールシートによる上屋が架けており、夏季に日照時間の短
い北海道では、１か月から２か月程度かけて水泳授業を行うのに適した状況に
なるように工夫していることがわかった。（２）水泳授業の必要性については、
北海道において水泳学習を必要と考える校長は約半数の４８．２％、全く必要ない
とする校長はわずか２．８％であることが明らかとなった。（３）水泳授業時数の確
保については、道東・道北地域は気候上の理由により、道央・道南地域よりも
水泳授業数が短いことがわかった。（４）その他として、北海道においては、水
泳を専門とする教員はわずか７名しかいなかったこと、そして十分にその専門
性を活用するに至っておらず、中心となる推進役も見あたらないことが明らか
となった。
北海道の水泳学習に関する実態から、プールの設置及び温水施設等の施設設
備の問題、また、プールを快適に使用できる期間の短さや授業時数の確保の問
題、専門的指導者の不足及び学習内容の改善の必要性などの課題を見出した。
そうした状況のなかで学習指導要領に示された「泳法を身に付け、速く泳いだ
り、長く泳いだりする」といった本来の目標を達成することは容易ではないと
思われる。
次に、３章では、「寒冷地における水泳授業の工夫」として、学習指導要領に
示された「水泳」における各種泳法の習得に特化するのではなく、「体つくり運
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動」における「体ほぐし運動」や「体力を高める運動」を積極的に取り入れる
とともに、科目保健の「応急手当」との関連を考慮した単元の工夫を試みた。
本稿では、寒冷地である北海道での水泳授業をどのように作っていくのか考
えるための授業づくり研究を試みたわけだが、学習環境をあらためて把握して
みると、授業の目的や目標、内容や方法を問うことより、プール施設と授業時
間数の確保の困難さが明らかになり大きな課題として積み残してしまった。
ただ、じつは「統計でみる都道府県・市区町村のすがた」（７）によると、公立高
等学校プール設置率で北海道は３８位に位置していた。寒冷地としての東北地方
に着目すると、青森は４１．１％で３２位、岩手県６３．３％で２７位、宮城県８３．５％で１７
位、秋田県７９．３％で２０位、山形県３０．２％３７位、福島県７４．０％で２４位となってい
る。むしろ、最もプール設置校が少ないのは、富山県で設置している公立高校
はゼロとのことである。次いで島根県が１１．９％、長崎県が１４．９％、三重県が
２１．５％、広島県が２５．７％となっている。つまり、北海道が寒冷地だからプール
設置校が少ないとはいい難い。
したがって、プール施設と授業時間数の確保の課題を残しつつも、プール施
設がない中でどのようにして水泳授業実施を推進していくのか、時間数が少な
い中で有効な授業づくりが必要であろう。引き続き、「水泳の授業づくり研究」
を進めていかなければならない。
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